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図のd）は，約10メートル四方の部屋で，かつては北側に天窓が一つしがな
かった．アウグスト強健侯は1719年に，「塔の間」の東壁と西壁の一部を穿っ
て，東隣の「巨人の問」（後の舞踏用大広間）と西隣の「提議の広間」（大宴
会場）との通行を可能にした．この部屋の床は白と黒の大理石であり，壁面
には12枚の大型鏡が貼り付けられていた．1896年になって，南壁の一部が穿
たれ，バルコニーとの問に扉が設けられた（17）．
　（3）　「提議の広間」（Propositionssaal）．「塔の間」の西にある「石の広間」
（“Steinerner・Saal”）は，16世紀半ばに建造され，長さが約28メートル，幅が
約11メートルあり，1722年に「提議の広間」に改装された．身分制議会ない
し1831年の欽定憲法下の邦議会の開会に際して，領邦君主が審議事項をここ
で議員に提議したからである．そのために，ここは議会広間（Standesaal）
とも呼ばれた．この広間（付図のe）は，宮廷の舞踏会などに際しては，大
宴会場（Bankettsaal）あるいは大食堂（Speisesaal）として用いられた（18）．
r日記』，19／1／13の「饗宴堂Bankettsaal」である．
　（c）三二．
　西翼は，「提議の広間」と同じように16世紀半ばに，賓客用に建造された．
3階西北端には，約19メートルに約11メートルの広間（付図のf）があっ
た．この広間は，七年戦争によって被害を受けた後，新玉座広間（der　Neue
Thronsaal）に改装され，西端に玉座が置かれた．それ以後，ザクセンの君主
の謁見はここで行われた．この部屋は，二二に連なる「謁見の問」の一部と
して，「隅の謁見の広間」（Eckparadesaal）と呼ばれ，また，大食堂としての
用途から「隅の食堂」（Ecktafelzimmer）とも呼ばれた（19）．『文つかひ』では
「隅の観兵の間」，『日記』，19／1／13では「隅儀堂Eckparadesaal」と表現さ
れている．
　新玉座広間の南には，アウグスト強健侯によって1718年に改装された6
室，すなわち，第一および第二控室（Vorzimmer）と，宮城の中で最も格式
の高い部屋，謁見室（Audienzgemach，付図のh）とが西側，劇場前広場側
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に，退去室（Retirade）2室と謁見用寝室（Paradeschlafzimmer．謁見ではな
く，高位賓客の退去のために用いられた部屋，付図のi）とが東側，「広い中
庭」側にあった（20）．r日記』，19／1／1の「王妃は背後の一室に至り，卓に俺
りて座す．……客禮を行ふ．王妃……答点す」，という部屋は，北側の第一控
室（付図のg）ではなかろうか．
　（D）南翼．
　南翼（付図のj）は，アウグスト強健侯によって1707年に，宮城で最も長
い部屋，「絵画の広間」（Bildersaal）あるいは大画廊（Grand　Galerie）に改装
されたが，間もなく君主家族の居室に区分された（21）．
注
（1）　SchloB　1992，　S，　49；MUIIer　1995，　S，　71．
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　る．外観は主として1901年の後期歴史主義のもの，内部は，主として16世紀後半のルネ
　サンス様式，さらに，アウグスト強健侯によるバロック様式への改築後の状態の復元が
　目指される．ただし，舞踏用大広間は19世紀半ばが基準とされる．一宮城の建物と内
　装は，2006年のドレースデン市制800年記念祝典までに完成し，ザクセン州立ドレース
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（10）　SchloB　1992，　S，　98　i　MUIIer　1995，　S．　29，　37．
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（11）ザクセン州大蔵省城館管理部の回答によれば，王妃謁見室はゲオルク館3階の北西
　部分で，小舞踏室は南側部分である．しかし，ここではザクセン文化財研究所の回答に
　従っておく．
（12）　SchloB　1992，　S．　62，　65，　118，　122，　124　1　Dresdner　Hefte　1994，　S．　20－21　；　MUIIer
　1995，S、26－27．ゲオルク館は戦災後，最も早く1967年遅再建され，94年には，宮城の歴
　史に関する展示室が設けられた．
（13）Stimmel　1994，　S．375．ただし，『日記』，19／1／26の条には「城街Schlossstrasse」の
　表現が見られる．
（14）　SchloB　1992，　S，　86－89，　98，　114　i　MUIIer　1995，　S．　55－56．
（15）　Meinhold　1881，　S．　125－126，
（16）SchloB　1992，　S．98－99，ユ20，122，124；MUIIer　1995，　S．57－58．
（17）　Zimmermann　1905，　S．72　i　Reichel　1972，　S．141－1461SchloB　1992，　S．99；
　MUIIer　1995，　S．　58－59．
（18）SchloB　1992，　S，99一ユ00，1ユ9；MUMerユ995，　S，60．
（19）　SchlbB　1992，　S．　70，　101，　1171MUUer　1995，　S．　61－62．
（20）　SchloB　1992，　S．　100－104　；　MUIIer　1995，　S．　62－65．
（21）SchloB　1992，　S．ユ03－104；Dresdner　Hefteユ994，　S．38－39．
（4）宮城の「磁器の間」
　鴎外によれば，ドレースデンの宮城には，舞踏用大広間に近接して，「陶物
の間」，陶磁史の表現では，「磁器の間」あるいは「磁器室」があった．「磁器
の間」とは，バロック時代の中国趣味を反映して，その壁面全体を，当時珍
奇で高価であった磁器（主として東アジア産）でもって装飾した部屋のこと
である．それでは，鴎外の見た「磁器の間」は，どこにあったか．
　ドレースデンの宮城では，「塔の間」（前節付図のd）が「磁器の間」で
あった．この部屋と隣室との通行を可能にしたアウグスト強健侯は，この部
屋に初めは金器・銀器を飾り，後にここを「磁器の間」に定めた（1）．1896年に
バルコニーとの間に扉が穿たれる直前（2）の，「塔の間」の写真を115ページに
掲げる（3）．
　後にドレースデソ磁器博物館（以下では単に磁器博物館と記す）館長と
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なったツィマーマンは，「塔の間」に関する1905年の論文で次のように書い
ている．
　18世紀には磁器による宮殿の装飾が流行したけれども，それらの磁器がそ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノのままの状態で今日まで保存されている事例は少ない．19世紀になると，磁
器は，古典主義に反するとして，軽視ないし無視され，多くの宮殿から磁器
の大部分が失われたからである．
　ドレースデンの宮城には，興味深い多くの磁器が，‘宮廷の饗宴を引き立て
るだけのために，古い配置のままで残されているが，従来ほとんど注目され
なかった．ドレースデンではヨハネウム宮殿の磁器博物館があまりにも有名
であるからである．
　宮城で磁器が置かれている場所は，宮城の象徴である物見塔の3階部分に
当たる「塔の間」と，それの南側の，狭いバルコニーの内部である．約500点
の磁器の多くは，これら二つの場所に肘木あるいは机の上に，18世紀の慣例
に従ってリズミカルに飾られているが，大型の磁器（写真では「龍騎兵の
瓶」7点）だけは壁の前の台座の上に置かれている．
　「塔の間」の磁器は，アウグスト強健侯④の膨大な磁器収集品の一部分で
ある．それらには，いわゆるヨハネウム番号が刻まれている．しかし，これ
らの番号は，同一番号で記入されるのが常であった重複品でないかぎり，
1778年の磁器コレクション所蔵品目録には欠けている．したがって，これら
の磁器は「日本宮殿」から宮城に移されたものである．
　これらが宮城に移された時期は，不明である．この「磁器の間」の成立に
関する資料がまったくないからである．ロココ様式のいくつかの製品が後に
追加されたとしても，1720年代末（原文では「30年代末」とあるが，後の文
章から考えて，このようにしておく）のマイセン磁器が圧倒的に多いことか
ら見て，20年代末に成立したのであろう．1726年にアウグスト強健侯は，磁
器の収集品が「日本宮殿」の収蔵能力を越えたために，同宮殿の増築を決意
した．この増築は，・「日本宮殿」のすべての貴重品の梱包・搬出を必要とし
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た．そのためにアウグスト強健侯は，当分の問享受できなくなった磁器の一
部を，とくに，彼のマイセン磁器製作所の最新作を，宮城に陳列したのであ
ろう．この暫定的な措置が現在にまで及んだのは，彼の後継者，ザクセン選
帝侯フリードリヒ・アウグストニ世④が磁器にそれほど関心を持たず，その
ために，「日本宮殿」の当初の展示計画を実施しなかったためである．
　「塔の間」の磁器は，アウグスト強健侯の磁器コレクションと同じよう
に，当時好まれていた3種類から，すなわち，中国磁器，日本磁器およびマ
イセン磁器から構成される．その中ではマイセン磁器が最も多い．
　日本磁器は最も少なく，そして，最も不利な場所に展示されている．そ航
は，当時ヨーロッパに大量に輸入されていた伊万里焼の代表である，あまり
価値のない細口瓶（Flaschen）数点と，中段に浮き彫りした花鳥を，金属線
の格子で囲った，大型で広口の瓶（Vasen）数点である．後者，鳥籠付き瓶
（Vogelbauer－Vasen）は，珍奇なものを好んだバロック時代に，マイセンで
しばしば模倣されたが，現在ではかラクタに過ぎない（5），
　中国磁器は量的には多くないが，質的には優れている．それらは，アウグ
スト強健侯が「日本宮殿」に所蔵していた中国磁器の中で，最上のものであ
ろう．まず，数段の文様帯に美しい唐草文を粕下藍彩で描いた（in
kobaltblauer　Unterglasurmalerei），1メートルを超える，蓋付き大型瓶8点
がある．これらは，磁器博物館に名声を与えている，中国製の記念碑的な瓶
と同種のものであり，壁の前の台座の上に置かれている．これらの瓶は，龍
騎兵1連隊と引き替えにアウグスト強健侯が1717年にプロイセン国王から獲
得した，中国製の瓶（いわゆる「龍騎兵の瓶」）であろう、次に，その文様か
ら「サンザシ（ホーソン）の瓶」（Haw－thorn－Vasen）と誤って呼ばれてい
る，蓋付き瓶4点がある．これは，輝くような青地から梅花を浮かび上がら
せた（……ihrer　vom　Grunde　ausgesparten　Muhmeb1Uten　und　ihres
tiefen，　leuchtenden　kobaltblauen　Grundes……）もの（6）で，最高水準の作品
である．さらに，粕下青地で，窓に（mit……ausgesparten　Feldern）五彩
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（緑彩系）の文様が描かれた（mit　farbigen　Emailmalereien　im　Stil　der
famille　verte），非常に美しい，蓋付き壷（Dosen）数点も興味深い（その隣に
は，専門家でなければ原作と区別できないほど巧みに模倣されたマイセン磁
器が置かれている）．中心は青花白磁＝青花磁器（kobaltblaue　Porzellane）
で，五彩磁器は少ない．
　この「塔の間」の中国・日本磁器は磁器博物館の所蔵品を補完するにすぎ
ないものである．それに比較して，ここのマイセン磁器の科学的・芸術的な
意義ははるかに大きい．磁器博物館と重複するものは少なく，大部分は，こ
こにしかない磁器である．まず第1に，1720－30年に生産されたバロック磁
器がある．それらは，ベヅトガーの死後，ヘロルト（Johann　Gregorius
Hoeroldt）の指導の下で達成された，色彩豊かなマイセン磁器の一時代を示
している．
　ヘロルトは，器形においても色彩においても東アジアの磁器に近づこうと
した．彼の初期のやや濁った顔料に基づく磁器，すなわち，AR（　・・：　Au－
gustus　Rex，［ポーランド］国王アウグスト）の文字を例外として，窯印のな
い，小型の瓶などは，ごく僅かな数が製作されただけである．それらは現在
ほとんど残っていないけれども，「塔の間1には，そのいくつかがある．
　明るく発色する顔料の発見とともに，東アジア磁器の模倣の傾向はさらに
強くなった．中でも，磁器博物館に今も数多く残されている，強烈な色彩の
伊万里磁器が，周知のように，とくに多く複製された，こうした模倣品が
「塔の間」には非常に多い．これらは当時の努力の結晶であり，試験の時代
の磁器，すなわち，様式と技術がまだ確定していない磁器，である．中国＝
日本風の唐草文様の瓶のあるものは，色が強すぎ，あるものは色が薄い．そ
の装飾も，さまざまである，技術が完成していなかったために，一点ずつが
異なっている．
　この時期のマイセンは別の種類の，当時では最も美しい磁器，単色顔料塗
り埋め磁器（Fondporzellane）を生み出した．青以外の粕上顔料も塗り埋め
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のために用いられた．「塔の問」には，この種のさまざまな磁器が非常に多
い．とくに美しい作品として，上記の中国製青地瓶（ホーソン）の模三品，
黄地の壷・瓶などがある．
　格別に注目される単色顔料塗り埋め磁器として，3点の瓶がある．第1
は，黄地の瓶である．その窓には（in　den……Feldern）中国風景が描かれ，
当時のマイセン磁器製作所主任ヘロルトの名前と1727年1月22日の日付が記
されているの．これはヘロルトの署名の最初のものであるばかりでなく，彼
の初期の顔料が用いられていた，ほぼ最後の時期を示している．
　緑地の蓋付き瓶2点も独特のものである．一つの瓶の一方の窓には，中国
風の植物と花が，他方の窓には，中国風景を背：景にして，アウグスト強健侯
とマイセン城が描かれている．もう一つの瓶では，一方の窓に，同じように
中国風の植物と花が，しかし，他方の窓には，ザクセンとポーランドの紋章
を付けた大型瓶が描かれている．ザクセンと中国との関係をこれほど象徴的
に示すマイセソ磁器は，他にない．
　「塔の間」の収蔵品の基本部分をなす，以上のマイセン磁器は1720年代の
ものである，東アジアの模倣という方向は，東アジアの磁器を熱狂的に収集
したアウグスト強健侯の趣味，および，当時の他の工芸，とくに，オラン
ダ・デルフトのファイアンス（不透明白色粕彩飾〈主として藍彩〉陶器）の
それと重なる．
　いくつかの塑像も同時代あるいは直後のものである．1733年の日付のあ
る，宮廷付き道化師像などである．これらは，上記のマイセン磁器とは異
なって，バロック時代のヨーmッパ独自の要素を含む．
　マイセン磁器の様式がアジアのそれから解放されたロココ時代の作品，
「雪球瓶」，四大要素像を貼り付けたケンドラー（Johann　Joachim
Kaendler）作の大型瓶や塑像も，ここにはいくつもある．絵付けをされてい
る作品もあれば，されていない白磁もある．磁器博物館に所蔵されていない
作品もある．この時代に特徴的な小型人物像の中には，1750年頃の最：高水準
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の作品が含まれる．
　これらの磁器は，ヨーロッパ硬質磁器の発祥地ドレースデンに相応しいも
のであり，ドイツの城館に現在所蔵されているヨーロッパ磁器コレクション
の中で，最も華麗なものである（8）．
　以上のツィマーマンの見解に対して，陶磁史研究者ボルツは，18世紀の所
蔵品目録の実証的研究に基づく最近の論文で，次のように反論した．
　18世紀の「塔の間」の磁器目録は3冊ある．その中で最も古い1769年の目
録は，七年戦争によって宮城が被害を受けた後の目録であるが，これが，最
も多くの磁器を含み，後年の2目録は，宮城の他の部屋あるいは「日本宮
殿」への移動などのために，「塔の間」の磁器の点数がいくらか減少したこと
を示している．逆に，1770年から83年までの期間に，「日本宮殿」からここに
移された磁器も，いくらかある，「塔の問」の磁器の大部分はマイセン磁器で
あり，東アジア磁器は少なかった．そして，これらの磁器の大部分には，い
わゆるヨハネウム番号，つまり，「日本宮殿」所蔵品目録番号が付いてい
た（9＞．
　1769年の「塔の聞」の磁器目録にある8種40点の東アジア磯器は，杯ユ種
2点とさまざまな瓶7種38点であった．しかし，それらの同定はほとんど不
可能である、瓶のうち，1種16点の大型青色（青花）瓶が「龍騎兵の瓶」で
あろう（IG）．
　ヨハネウム番号のないマイセン磁器として，1769年の目録には，白磁猫7
点，9点の瓶からなる置物1点，照明用の真鍮製腕をもつ磁器人物8点など
が記されている．また，83年の目録には，8点の五彩鉢からなる置物1点，
雄山羊3点，さまざまな瓶33点（その一部には，「日本宮殿」移管の注記があ
る），花蔓草天使貼り付け白磁水注（1742年ケソドラー作，ザクセン・mココ
の傑作）などが記載されている（11）。
　1769年の「塔の間」の目録に記録された，ヨハネウム番号付きのマイセン
磁器は，125種ある．その中で，1727年までに生産されたものは，僅か4種で
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あり，34年までに納入された磁器も，合計して33種にすぎない．残りの92
種，すなわち，全体の70％以上が，アウグスト強健侯の没（1733年）後に生
産されたものである．また，1770年の「日本宮殿」の所蔵品目録と1769年か
ら83年までの「塔の間」の目録とによれば，両者のマイセソ磁器は，マイセ
ン磁器製作所の生産開始から1740年代までのものであった．そのうち，ヨハ
ネウム番号を付けたマイセン磁器を見ると，アウグスト強健侯の生前に所蔵
されていたものは，557種であった．それに対して，アウグスト強健侯の没後
に，後継者である選帝侯フリードリヒ・アウグストニ世の下で，511種の磁
器が付け加わった．確かに，1734年以後にもたらされた磁器のかなりの部
分，とくに，大型動物像は，アウグスト強健侯が発注した作品である．しか
し，コレクションの相当部分，とくに「四球瓶」や「四大要素の瓶」は，選
帝侯フリードリヒ・アウグストニ世の下で製作された作品である．選七二ブ
リードリヒ・アウグストニ世は狩猟狂で絵画収集家（12）であった，（したがっ
て，磁器に無関心であった）という，通説（13）は修正される必要がある．彼
は，少なくとも治世の最初の十年間には，彼の磁器収集によってマイセン磁
器製作所を奨励したのである（14）．
　マイセン磁器製作所が生産した品種の最初のものが，「日本宮殿」と「塔の
間」にもたらされたので，両者の磁器から，初期マイセン磁器の変遷が確認
されうる．すなわち，初期には東アジア磁器の器形と文様が模倣されたが，
1730年代には，ヨーPッパ的な感覚をもつ磁器の生産が開始されたのであっ
た（15＞．
　以上から，宮城の「塔の問」の磁器が主としてマイセン製であり，中国磁
器はそれほど多くなく，日本磁器＝伊万里磁器はさらに少なかったことが判
明する．ただし，マイセソ磁器の中には伊万里磁器の模造品が数多く含まれ
ていた．その手本は，本節注（5）のメンツハウゼン女史の指摘によれば，たっ
ぷりと余白をとった柿右衛門様式磁器，華美な古伊万里様式五彩磁器などで
あった．また，r文つかひ』で，磁器を収集した「代々の君」と表現されてい
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る君主は，従来はアウグスト強健侯だけと考えられていたが，ボルツの実証
によれば，マイセン磁器を含めると，アウグスト強健侯と前帝侯フリードリ
ヒ・アウグストニ世の二人目なるわけである．
注
（1）　「塔の間」が「磁器の間」となった時期については，「日本宮殿」の増築が開始された
　1727年頃，という説（Menzhausen　1965，　S．135），r塔の間」の金器・銀器が，「緑の丸
　天井」と呼ばれる宝物博物館（宮城1階西翼）に移された1727年から，1730年までの
　間，という説（Reichel　1972，　S．144－145；Dresdner　Hefte　1994，　S．39）や1729年説
　　（Pietsch　1996，　S．15．ここには「1719年」とあるが，私の質問に対して，これは
　1729年の誤植である，との著者回答：があった），さらに1732年説（SchloB　1992，　S．
　99；Dresdner　Hefte　1994，　S，91）がある．ツィマーマンとボルツの所説は本文を参照さ
　れたい．なお，2006年に宮城の再建が完成すると，「塔の間1には磁器が飾られる．
　Dresdner　Hefte　1994，　S．95．しかし，磁器博物館からの回答によれば，展示される磁器
　の種類・数量と展示の方式はまだ確定していない、
（2）　Boltz　1996，　S．12，　118．
（3）Boltz　1996，．S．12．上部に天窓がないから，この写真の正面は南壁と考えられる．写
　真の左に見える扉の先は，舞踏用大広間で，ここに写っていない右手に，大宴会場に通
　じる扉があるはずである．写真中央のシャンデリアが壁面の磁器の判別をやや困難に
　している．1896年に南壁に扉が設けられて以後，磁器のこの展示方式は相当変更された
　にちがいない．ツィマーマンが問題にしているのは，変更後の展示方式である．なお，
　この写真の扉から左側を省略したものがDresdner　Hefte　1994，　S．91に，また，「塔の
　間」の1905年頃の写真はZimmermann　1905，　S，75に，1930年の写真はLljffler
　1994，S．171（L6ffler　1992，　S．85の写真も，時期は明記されていないが，同じものであ
　る．この写真がBoltz　1996，　S．13では，1930年頃とされている）に，1930年頃の別の写
　真はReichel　1972，　S．142；Pietsch　1996，　S．15に，1930年頃の第3の写真はBoltz
　1996，S．15に，第二次大戦前の3葉の写真はBoltz　1996，　S，14－15に示されている．
　一嘉部1985によれば，r文つかひ』が発表されたr新著百種』，第12号，　p．48とp，
　49の間には，原田直次郎の筆になる挿絵（『鶴外全集』，第2巻の扉に再録）があり，語
　り合う婦人と軍人の背景に，皿や大瓶が描かれている．しかし，この挿絵の印象は115
　ページの写真とはかなり異なっている．また，第1節注㈲に引用したr文つかひ』の描
　写，r四方の壁に造付けたる白石の棚」も，正確ではない．多くの磁器は，肘木の上に置
　かれていたからである．
（4）ザクセン選帝侯フリードリヒ・アウグストー世（在位1694－1733年）はアウグスト強
　健侯と呼ばれ，選帝侯よりも在位期間が短く，国際情勢のために退位を余儀なくされて
　いた時期もあったポーランド国王としては，アウグストニ世（在位1697－1704，
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　1709－33年）あるいはアウグスト強健王と呼ばれる．私はザクセンとの関連でアウグス
　ト強健侯と記す．なお，アウグスト強健侯としばしば混同されるポーランド国王アゥグ
　スト一世とは，ジギスムンドニ世アウグスト（在位1530－72年）を指す．単にザクセン
　選帝侯アウグストと言えば，16世紀の君主（在位1553－86年）を指す．ザクセン選帝侯
　アウグスト一世あるいは同二世という君主は存在しない，ザクセン国王アウグストー
　世あるいは同二世も同様である，アウグスト強健侯の後継者はザクセン選監房フリー
　ドリヒ・アウグストニ世（在位1733－63年；ポーランド国王としてはアウグスト三世，
　在位期間は同じで，1733－63年）である，
（5）近世日本磁器に対する評価は，その後変化している．磁器博物館の学芸員ライヒェル
　氏によれば，鳥籠付き瓶の粕下藍彩の絵付けは優れている，Reichel　1980，　S．66．磁器
　博物館の現館長ピーチュ氏の記述はやや抽象的である．「塔の間」は本来の「磁器の
　城」，「日本宮殿」の試験的舞台であって，前者の磁器は，いわゆる「龍騎兵の瓶」のよ
　うな，オランダ宮殿（「日本宮殿」の前身）にあった「最も重要で，最も高価な磁器」を
　含んでいた．Pietsch　1996，　S．14，16．それより早く，磁器博物館の当時の館長メンツ
　ハウゼン女史は次のように述べていた．「塔の間」の磁器は，当時とくに愛好され，珍重
　されていた磁器である．その中の瓶には，中国製の記念碑的な瓶（「龍騎兵の瓶」），紬下
　青地に口跡系の文様が描かれた中国磁器，青・赤・金色の華美な伊万里磁器，日本の鳥
　気付き瓶，粕下青でARの窯印を付けた初期マイセンの瓶などがあった．アウグスト強
　斎忌は東アジア磁器をマイセンで模倣させたので，「塔の間」には，手本と驚くほど類
　無したマイセン磁器があった．青，黄や緑の地に東アジアの花あるいは風景を描いた磁
　器，たっぷりと余白をとった柿右衛門の瓶と見まがうほど似ている作品，マイセンで複
　製された鳥籠付き瓶などである，ヘロルトは，東アジア磁器を模造し，一層自由に「イ
　ンドの」花を描くとともに，ヨーロッパ風に変形された，さまざまな中国風景も’描い
　た．ヘロルトがマイセンに来る以前，1720年頃に製作された初期の青花瓶もあった．そ
　の一部は失敗作であるが，美しい中国青花磁器の独占を打破しようとする，マイセンの
　執拗な努力を表現している．Menzhausen　1965，　S．135－136，138．磁器博物館からの回
　答によれば，日本の鳥籠付き瓶は粕下藍彩で，白地の部分は，しばしば張り子の上に，
　金蒔絵（Gold　und　Lackfarben）で装飾されていた，この非加熱（kalt）装飾部分は非常
　に傷み易い（それに対して，鳥籠付き瓶のマイセン模造品は二度焼きされていた）．柿
　右衛門の瓶は白磁五彩あるいは青花併用五彩であった．
（6）磁器博物館からの回答によれば，MuhmeblUteは，雪を割って春を告げる
　PflaumenblUte（李の花）である．私はこれを，梅の学名prunus　mumeに因むと考え
　て，梅花と訳した．また，ホーソンは，矢部1992，pp．　443－444｝eよれば，素三彩と呼
　ばれる特殊な磁器の一種で，地色は黒，黄と緑が多く，しばしば梅樹が描かれた．
（7）　「塔の間」の磁器は，磁器博物館のそれと同じように第二次大戦中に疎開させられ
　た．それがドレースデンに戻るまでの間に，黄地に中国風景を描いた，ヘロルト署名
　の，著名な瓶は失われた．Menzhausen　1965，　S．138．
（8）以上，Zimmermann　1905，　S，71－82．一「塔：の間」の磁器陳列方式は幾度か，例え
　ば，1933年のアウグスト強健侯没後200年記念展覧会の際に，変更された．しかし，展示
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　されている磁器は第二次大戦までほとんど変わらなかった．Pietsch　1996，　S，14，
（9）Boltz　1996，　S．3，17．「塔の間」の1769年の磁器の内訳はBoltz　1996，　S，19－86にあ
　る．
（10）　Boltz　1996，　S．16．
（11）　Boltz　1996，　S．11，　16－17，　47．
（12）ザクセン選帝侯フリードリヒ・アウグストニ世の収集した絵画の中で最も著名なも
　のが，ラファエロ作「システィーナのマドンナ」（1754年購入）．である．Marx　1992，
　S．　9　iStimmel　1994，　S，　153．
（13）時代の美的趣向が「中国趣味」から離れ，また，ヨーロッパ各地における硬質磁器の
　生産開始によって磁器の希少価値も失われた，という状況め下で，ザクセン選帝侯ブ
　リードリヒ・アウグストニ世は，磁器に関心を示さなかった，とされている．
　Seydewitz　1965，　S．45．ツィマーマンの見解は本文で紹介したとおりである．
（14）　Boltz　1996，　S，11，　115．
（15）　Boltz　1996，　S，115．
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